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1１．河川維持管理・更新の現状

高度成長期以降に集中的に整備した河川管理施設の老朽化が進展
① 現在、設置後40年経過した施設 ：全体の約4割
② 10年後に設置後40年経過する施設 ：全体の約6割に増加
③ 20年後に設置後40年経過する施設 ：全体の約8割に増加

①

②

③

河川管理施設数の推移



２．ポンプ業界の受注状況

60%
40%

平成15年

新設・増設 取替・修繕

26%

74%

平成24年

新設・増設 取替・修繕
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メンテナンスの時代に突入
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縦横断
測量

巡視

補修

土砂撤
去・樹木
伐開

目標設定 状態把握 対策

河道流下断
面の確保

堤防等施設
の機能維持

河川区域等
の適正な利用

河川環境の
保全と整備

水辺の
国勢調
査

不法行為
等への対
応

貴重種の
保護等

河川の管理は、「河道流下断面の確保」、「堤防等の施設の機能維持」等に対して、「目標設定」を
行った上で、「状態把握」を行い、その結果に応じて適切な「維持管理対策」を実施

３．平常時の河川の管理 ～全体像～

堤防・施
設点検
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（４）技術開発の強化と積極活用
①河道・堤防の効率的な点検・診断技術の開発と実用化
②コンクリート構造物等の点検・診断技術の実用化
③長寿命化に資する技術開発の推進
④新技術等を開発を促し積極活用する仕組みづくり

（２）管理技術を継承する人づくり、仕組みづくり
①データベースの構築
②管理の技術継承、人材育成
③地域の安全を支えてきた体制の維持・充実
④都道府県等の支援体制の整備

（５）戦略的マネジメント

①管理の現況評価と公表
②河川構造物の長寿命化対策等の推進
③戦略的マネジメントの導入

（１）管理水準の持続的な確保
①管理水準の確保に関する制度整備 ②河川の規模や施設の重要度等に応じた管理水準の確保

安全を持続的に確保するための管理

（３）河道システムにおける施設管理

①河道や施設の安全性を統合的に評価する技術の研
究開発と実用化

②許可工作物の確実な維持管理

平成25年4月3日４．安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方について〔答申〕 4



５．維持管理水準の維持・向上

○ 河川管理施設の老朽化の進展に対して、維持管理に関する経験・能力を有する民間技術者を堤
防点検等に活用し、維持管理の水準を確保するとともに、知見・ノウハウを継承

○ 点検等により蓄積されたデータを分析・評価して定期的に維持管理計画に反映し、維持・管理を
実施していくことで、河川の維持管理水準の維持・向上を図る

・体系的に整理された知見を、定期的に河川
毎の維持管理計画に反映・改定

・改定された維持管理計画に基づき、点検評
価等の維持・管理を実施することで、維持管
理の水準が確保・向上

維持管理計画への反映

・資格保有者が経験に基づいて発見した変
状や評価結果をデータベース化し、蓄積

・蓄積されたデータをさらに分析・評価し、河
川毎の被災危険箇所や変状の特徴等に関
する知見（暗黙知）を体系的に整理

暗黙知の蓄積と分析・評価

・点検評価の結果や、点検評価結果等に関
する意見交換を通じて
資格保有者の経験に
基づく知見・ノウハウ
（暗黙知）を継承

経験に基づく暗黙知の継承

・民間資格の保有者による点検評価を実施
・維持管理に関わる官民
双方主催の研修や講習
会により、体系的な技術
の習得機会が増加

堤防等点検評価の技術水準向上
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＜02堰＞台帳入力欄現場での状態監視項目

河川維持管理DB
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【H23.4.8】右岸0.0kから1.0k　H23.4.7に発生した東日
本大震災の余震により、液状化の跡が見られた
【H23.3.13】右岸0.0k～1.0k付近　津波浸水状況

【H23.3.13】右岸0.0k～1.0k付近　津波浸水状況

【H23.3.13】左岸0.0k　河口部堤防の洗掘、川表護岸の
流出L=35m
【H23.3.13】左岸0.5k　川裏法崩れL=30m、幅5m　川裏
小段の流出L=600m

【H23.3.13】左岸0.6k-30m　川裏法崩れL=20m　幅2m
【H23.3.13】右岸0.0k～1.5k　特殊堤の損傷
［川裏の洗掘（延長270m）、特殊堤パラペットの流出
（流出延長510m）、堤防背面の洗掘（L=1978m）特殊堤

法尻沈下による段差発生（段差約30cm程度）被覆ブロッ
ク沈下により法面の歪みと法肩の開口発生]
【H23.9.2】左岸0.3k　堤外側坂路法面の連節ブロック

の沈下　L=2m
【H23.4.6】左岸0.5k　川表堤防護岸の流出L＝50m
【H23.3.13】左岸0.3k　堤内側坂路法面の洗掘　L=20m
幅2m
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【H23.3.13】津波により新浜水門操作室が被災
【H23.3.13】津波により荒浜排水樋管が被災

【H23.3.13】　左岸0.0k　津波により導流堤（波消ブ
ロック）流出　L=70m　幅10m　N=700個
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震災）により荒浜特殊堤、新浜水門操作室、荒浜排水樋

管に被害が発生した

1
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【H23.3.13】河道中央部河口付近の州が津波により消滅・移
動

砂州の消滅・移動
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アウトプットイメージ
統計データ

河道及び河川構造物に生じた変状・被災の履歴、それらに対する維持修繕等の記録は、管理技術の継承や点検
等の基準化、維持管理計画や長寿命化計画の検討にとって極めて重要な基礎資料であり、河川台帳・施設台
帳、河川カルテ等のデータベース化は早急に進める。

６．維持管理に関するデータベースの構築 6

点検・巡視



7７．堤防決壊要因

戦後～H13、678件



８．出水時には、危険箇所の水位状況を現地確認

平成25年台風18号では、桂

川の久我橋下流右岸におい
て堤防から越水

出水時には、どこから越水し、
いつ越水するかといった情報
が必要
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９．距離標間堤防高の把握

桂川右岸（5.0k～10.0k）間の堤防高縦断図

平成25年台風18号時越水箇所

9

堤防の高さ

計画高水位

平均河床高



１０．平成２６年台風１８号時の小貝川の漏水 10
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(7.3-8.1）

9.2
(8.1-9.6）

○ ○○ ○○

：H.W.L.
：H/D=0.2水位

重点監視区間 重点監視区間 重点監視区間重点監視区間重点監視区間

重要水防箇所のうち、計画高水位以
下で平均動水勾配が0.2以上となる区
間を重点監視区間として一次設定

11１１．漏水等の生じる可能性が高い場所を現地確認



まとめ

アラームセッター 2週間
国内では3排水機場だけで使用

クラッチギア ４ヶ月
海外からの調達部品

12

○ 調査、計画、設計、管理を、如何に有機的につなげていくか
・河道や施設の現状の把握と評価
・維持管理しやすい河道計画、施設の設計


